
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時 2026年 10月 24日（土）13:30～15:30 

  

２ 会 場 県立図書館２階・研修ホール    

                

３ 受講定員 １００名 

                    

４ 講 師                                  

中村 豊 氏（枇榔島調査研究会代表、 

宮崎野生動物研究会副理事長、日本野鳥 

の会宮崎県支部支部長）  

 

５  その他  

⑴受講料は無料です。 

 ⑵事前の申込み不要で、受付は当日会場で行います。 

 

 
 
 

門川町
か ど がわ ちょ う

の沖合約７km に浮かぶ枇榔
び ろ う

島
じ ま

では、約 40 年近くにわたってカンム

リウミスズメをはじめとする鳥たちの生態調査や保護活動が行われてきまし

た。その結果、同島に生息する鳥たちの未
い ま

だ解明されていなかった生態が少

しずつ分かりはじめ、特にカンムリウミスズメの離
り

巣
そ う

行動や移動経路などが

次々と明らかにされてきました。今回は、その調査に最初から関わり現在も

調査・研究や保護活動を継続されている研究者に、同島に生息する生き物た

ちの生態について、カンムリウミスズメを中心にその調査したデータや写真

などの解析をもとに解説していただきます。 

カンムリウミスズメは伊豆諸島や韓国南部の離島といった日本周辺にしか

生息が確認されていない絶滅危惧種(Ⅱ類)で、国指定の天然記念物でもあり

ます。その世界最大の生息地が本県の枇榔島なのです。その生態や同島を観

察することを通して、宮崎県の自然の豊かさについても考える講座です。 

 

 

 

 

‘26 年度宮崎県文化講座 第 2 回 

「39 年間の枇榔島調査で得られた事 

-カンムリウミスズメを中心に-」 

 

問い合わせ先 情報提供課 郷土情報担当 

Tel：０９８５－２９－２９５４  

 

（カンムリウミスズメの離巣行動） 


